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花ちゃん 「あれあれ・・・これはなんですか。」 

オー君  「あれあれ・・・これはひょっとして、いろいろな『ガ』のまゆですね。」 

モンタ博士「ピンポーン。そのとおりさ。まゆだね。」 

花ちゃん 「まゆといったら、カイコのまゆくらいしか見
み

たことないわ。」 

オー君  「まあ、カイコも正
ただ

しくは『カイコガ』という名前
な ま え

なんだよ。」 

花ちゃん 「へえー。そうなんだ。やっぱりオー君はくわしいわね。ところで、まゆとい

ってもいろいろあるんですね。大
おお

きさや形
かたち

などもちがいがあるんですね。」 

オー君  「そのとおりさ。えーっと。まず１は、ウスタビガのまゆだね。」 

花ちゃん 「ちょっと黄緑
きみどり

色
いろ

していて、とてもきれいですね。」 

オー君  「２は、クワゴといって、カイコの原種
げんしゅ

（品種
ひんしゅ

改良
かいりょう

する前
まえ

のもともとの種
しゅ

類
るい

）

いろいろな「ガ」のまゆ 



なんだ。野生
や せ い

のカイコとよばれているけど、まゆはカイコより小
ちい

さくてあま

りたくさんの糸
いと

を出
だ

さないそうで、利用
り よ う

価値
か ち

が低
ひく

かったのさ。」 

花ちゃん 「へえー。そうなの。」 

オー君  「３はヤママユガのまゆ。５センチくらいあって大きいよ。天
てん

蚕
さん

といって、絹
きぬ

よ

りもねだんが高
たか

いんだ。またの名前
な ま え

を《山蚕》と書
か

いて、『ヤマコ』というん

だ。これは、《飼蚕》と書いて『カイコ』と呼
よ

ぶのに対
たい

して使
つか

うらしいよ。」 

花ちゃん 「へえー。そうなの。それじゃ、４は・・・？何
なに

かしら。」 

オー君  「これはね、クスサンというガ。網
あみ

のようなので、スカシダワラともいうんだ。」 

花ちゃん 「へえー。そうなの。オー君はいろいろと知
し

っているのね。すごいわね。」 

オー君  「『知
し

るは楽
たの

しみなり』といって、いろいろ知識
ち し き

をもつことはすばらしいことさ。」 

モンタ博士「ところで、オー君は、どうしてクスサンのまゆは網
あみ

のようになっているのか

な。考
かんが

えたことあるかな。」 

オー君  「そういえば、そうですね。ぼく考
かんが

えたことはないです。」 

モンタ博士「知識
ち し き

は、とても必要
ひつよう

なことだけど、それ以上
いじょう

に、いろいろと自分
じ ぶ ん

で想像
そうぞう

する

こと・考
かんが

えること・感
かん

じることは、もっともっと大切
たいせつ

なことだと思
おも

うよ。」 

花ちゃん 「はい。わかりました。でも、どうして、網
あみ

なのかな。上の１・２・３は、 

どれも紙
かみ

のような糸
いと

のようなものになっているのにね。」 

モンタ博士「自然
し ぜ ん

の世界
せ か い

には、偶然
ぐうぜん

なんてないんだ。それなりに、色
いろ

や形
かたち

など、理由
り ゆ う

やわ

けがあるんだよ。」 

オー君  「うーん。そうか・・・。あ！ひょっとして、クスサンっているガは、夏
なつ

の暑
あつ

く

て湿度
し つ ど

のある季節
き せ つ

にガになる、つまり羽化
う か

するんじゃないのかな。だって、網
あみ

みたいになっていれば、いくら暑
あつ

くても風通
かぜとお

しもいいし、中
なか

のさなぎだって

すずしくくて気持
き も

ちいいんじゃないかな。」 

モンタ博士「なーるほど。正
ただ

しいかどうかわからないけど、おもしろい考
かんが

えだね。花ちゃ

んはどう思
おも

うかな。」 

花ちゃん 「うーん。そうですね・・・。考
かんが

えてもよくわかりません。想像
そうぞう

もつきません。

この『国立
くにたち

てくてく』を読
よ

んで、理由
り ゆ う

を知
し

っている人
ひと

はぜひ教
おし

えてください。」 


